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あなたのご意見をお聞かせください！
「KADAIGEST」では、本誌に関するアンケートを行っ

ています。ご回答いただいた方の中から抽選で２名様

に香川大学オリジナルグッズをプレゼントします。

香川大学に関する話題や発信してほしいこと、ご意見

など何でもお寄せください。

こちらのQRコードからアン
ケートにアクセスできます
※令和６年２月29日締切

カダイジン出演者募集中
香川大学のまだ知られていない凄い人を取り上げる企画で、

「立候補」と「推薦」で募集しております。是非ご応募ください!
学内の方はこちらから応募できます（選考あり）
https://forms.office.com/r/CMd3jyTnzW
↓学外の方はこちらのメールから応募できます（選考あり）
kouhougakuseistaff-h@kagawa-u.ac.jp
（メール記載事項）
・連絡先
・氏名
・アピールポイント（写真や動画などを含む）

今までのカダイジンの
紹介はこちら

（香川大学生･教員･
職員･卒業生 対象）

創造工学部の近藤未菜里さんデザイン案の
香川大学ワインが商品化
17年前から、さぬき市にある「さぬきワイ

ナリー」では、農学部が開発した「香大農

Ｒ-１」というワイン用のぶどうを使った赤ワ

インをつくっています。今回は、創造工学部 

造形・メディアデザインコース の2年生が

履修するデジタルグラフィックスの授業で、

このワインラベルデザインのリニューアルを

課題とし、近藤未菜里さんの案が採用され

ました。このデザインは、たわわに実った葡

萄の房からワインが生まれ、下のワイングラ

スに注がれるようなイメージで制作され、金

箔押しのラベルによって華やかで高級感のあ

るものに仕上がっています。香大ワインは、

さぬきワイナリーの他、大学生協や、県内

の一部のスーパーなどで販売されています。
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新ラベルは華やかで高級感を引き出したデザインに

地域の魅力の再発見『極め付け四国鉄旅 第２弾
～さぬきの文化探訪～』開催！！
今年で２回目となるこの企画は、香川大学と

JR四国の共同研究による連携事業です。特

別列車の車中や現地では香川大学教授陣

の講義があり、まちあるきをして善通寺市の

歴史文化を探求しました。分かりやすく学

べる講義や特注のお弁当に加え、学生のサ

ポートも好評で、大盛況に終わりました。

○特別講義

金田義行特任教授、西成典久教授、守田

逸人教授

学生プロジェクト「またたび」と、守田研究室の
学生らがまちあるきやお客様のガイドサポートな
どスタッフとして活躍

参加者で記念撮影

12/9

香川大学剣道部が男女優勝！！
「第43回 中四国学生剣道新人大会」

福山通運ローズアリーナにて、「第43回 中四国学生剣道新人大会」が

行われ、香川大学剣道部の男子チームと、女子Aチームが共に優勝を

獲得しました。香川大の男子が37年ぶり、女子が14年ぶりに頂点に立

ち、初の男女優勝を果たしました。さらに男子は酒井睦稀、

女子は玉井綾乃が最優秀選手賞に選ばれました。日頃の練

習の成果が実る結果となり、今後の活躍が期待されます。

香川大学剣道部の記念撮影香川大学剣道部

12/10 香川大学

弓道部
こんにちは、香川大学弓道部です。私たち

は、中四国大会に向けて練習に邁進してい

ます。月・木・土の週３回練習を行っており、

空きコマや休日などのその他の時間帯を活

用して自主練習に励む部員も多数います。

　練習にいそしむだけでなく、春に新歓祭

をしたり、小豆島にて夏合宿をしたり、射

会を開いてチームで競ったりして楽しんでい

ます。弓道部は様々な学部のユニークな部

員がいて、男女問わず幅広い交流を図るこ

とができます。

　弓道は難しい競技だと感じる方も多いと

思いますが、部員のうち３人に１人は大学

から弓道を始め、中には大会で個人優勝を

した部員もいるので、努力すれば充分に上

達することができます。そして弓道は何と

言っても、的（まと）に中（あた）ったとき

の音が快感です。

　私は袴姿に憧れて高校から弓道を始めま

した。高校の頃は、コロナ禍で思うように

練習できなかったり、三大会連続で的中が

一本不足して予選敗退したりした悔しい経

験があり、大学でも弓道を続けることを決

めました。現在挽回しようと燃えている最中

です。

　初心者・経験者を問わず、本学弓道部に

興味のある方は是非見学にいらしてみてく

ださい。お待ちしています。

活動場所 ・弓道場（幸町南キャンパス）

活動時間 ・毎週月・木・土　各 2.5 時間

部員数 ・26 名（１年生～２年生）

SNS ・@empty_melonsoda
　　　　　（Twitter、Instagram）

連絡方法（連絡先）
・Twitter、Instagram の DM

法学部2年
西本  利輝

広島県立
安古市高等学校

出身

2023
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❷

❶

❶ 射の様子（下からのアングル）　　　❷ 新人戦入賞　　　❸ 合宿集合写真　　　❹ 合宿へ向かう様子　　　❺ 試合前の様子　　　❻ 合宿の様子　　　❼ 射の様子

❻ ❼

活動場所 ・弓道場（幸町南キャンパス）

活動時間 ・毎週月・木・土各2.5時間

部員数 ・26名（1年生～2年生）

HP･SNS/
X(旧Twitter): @kadai_kyudo
Instagram : kadai.kyudo

連絡方法(連絡先)/
              kadai.kyudo.67@gmail.com

❸

❹ ❺



「さぬきマルシェ」初出店にあたり、接客経験の浅いメンバーにデパートでの勤務経験がある㈱中田養蜂の田中さんが接客指導をしてくれた際の集合写真。

VOICE
香川大学ハニカムプロジェクト 香川大学ハニカムプロジェクト 
―Honey come！はじまりの養蜂修行――Honey come！はじまりの養蜂修行―

千葉県立 　　　　　
千葉東高等学校 出身

農学部 2 年
大倉  万凛

結成のきっかけは、後に顧問となる経済

学部の古川教授の授業で、学生プロジェ

クトを新たに作ることができると知って興

味を持ち、相談に行ったことです。何か

やりたいことはあるかと聞かれて、まず思

い浮かんだのは、私が初めて香川県に来

て感じたカルチャーショックについてでし

た。「山なし県」とも呼ばれる私の地元の

千葉県とは異なり、香川県は小さいエリア

の中に山も海も都市も全部ぎゅっと詰まっ

ていて人と自然との距離が近いことが私に

はとても新鮮でした。

そこで、いろいろ考えて人と自然の共存の

モデルケースである養蜂をテーマにした団

体を作ろうと思いました。現在、メンバー

は14人で、㈱中田養蜂さんの指導のもと、

養蜂を体験・学習しています。また、大

学祭や「さぬきマルシェ」といったイベン

トに出店して大学内外の人に養蜂の知識

を発信する活動をしています。大学祭で

は養蜂場さんのはちみつを使ったクレープ

やコーヒーの提供を、「さぬきマルシェ」

でははちみつの委託販売を行い、いずれ

も大好評でした。

これまでの活動で苦労したことは、養蜂

をやるために必要なミツバチや巣箱の設

置場所がなかなか用意できなかったこと

です。ミツバチについては、山で「ニホン

ミツバチ」を捕まえるか、業者から「セイ

ヨウミツバチ」を購入するかで悩みました。

双方のハチには飼育面と、でき上がるは

ちみつの味の観点で利点と欠点があり、

どちらも捨てきれなかったためです。

また、巣箱の設置場所については、大学

の屋上、県内施設の敷地、離島の３つの

候補がありましたが、いずれも事情を知ら

ない学生や観光客が私たちのミツバチと接

触して恐怖を感じてしまう問題や、施設の

植物に使用されている農薬が、はちみつ

の味に影響を及ぼす可能性がある問題を

解決するのが難しく、決めきれずにいまし

た。最終的には顧問の先生にご紹介いた

だき、大学近くの養蜂場さんが協力してく

ださることになりました。

養蜂には、はちみつを収穫するだけでな

く、ミツバチに花粉を運ばせ作物を受粉

させるという側面もあります。国産タマネ

ギのうち６割の種は香川県のミツバチが交

配させているといわれています。一方、養

蜂で用いられるミツバチの巣を安定させる

ための木枠は内部に針金が入っているた

め産業廃棄物となり、毎年多額の処分費

用がかかります。また、ミツバチはその針

や羽音から不快感をもたれやすく、人通

りが多い地域では養蜂を行いにくいという

課題もあります。養蜂に対する理解がもっ

と広がればSDGsにつながるはずなので、

活動を通じてこうした利点や課題と向き

あっていきたいです。

初めて防護服を着用し、嬉しくなって記念に。 10月の大学祭で手作り・販売したクレープ（300円）。

ミツバチの巣が作られている木の枠「巣枠」の観察。 10月の大学祭当日の様子。行列ができるほど人気だった。

大学祭の前にクレープの試作をした。生地の焼き加減や巻き
方、見映え、味などを確認した。
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ハニカムプロジェクトとは何かを１ページで詳しくわかるように作った。
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農学部 2 年
大倉  万凛

結成のきっかけは、後に顧問となる経済

学部の古川教授の授業で、学生プロジェ

クトを新たに作ることができると知って興

味を持ち、相談に行ったことです。何か

やりたいことはあるかと聞かれて、まず思

い浮かんだのは、私が初めて香川県に来

て感じたカルチャーショックについてでし

た。「山なし県」とも呼ばれる私の地元の

千葉県とは異なり、香川県は小さいエリア

の中に山も海も都市も全部ぎゅっと詰まっ

ていて人と自然との距離が近いことが私に

はとても新鮮でした。

そこで、いろいろ考えて人と自然の共存の

モデルケースである養蜂をテーマにした団

体を作ろうと思いました。現在、メンバー

は14人で、㈱中田養蜂さんの指導のもと、

養蜂を体験・学習しています。また、大

学祭や「さぬきマルシェ」といったイベン

トに出店して大学内外の人に養蜂の知識

を発信する活動をしています。大学祭で

は養蜂場さんのはちみつを使ったクレープ

やコーヒーの提供を、「さぬきマルシェ」

でははちみつの委託販売を行い、いずれ

も大好評でした。

これまでの活動で苦労したことは、養蜂

をやるために必要なミツバチや巣箱の設

置場所がなかなか用意できなかったこと

です。ミツバチについては、山で「ニホン

ミツバチ」を捕まえるか、業者から「セイ

ヨウミツバチ」を購入するかで悩みました。

双方のハチには飼育面と、でき上がるは

ちみつの味の観点で利点と欠点があり、

どちらも捨てきれなかったためです。

また、巣箱の設置場所については、大学

の屋上、県内施設の敷地、離島の３つの
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触して恐怖を感じてしまう問題や、施設の

植物に使用されている農薬が、はちみつ

の味に影響を及ぼす可能性がある問題を

解決するのが難しく、決めきれずにいまし
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だき、大学近くの養蜂場さんが協力してく

ださることになりました。

養蜂には、はちみつを収穫するだけでな

く、ミツバチに花粉を運ばせ作物を受粉

させるという側面もあります。国産タマネ

ギのうち６割の種は香川県のミツバチが交

配させているといわれています。一方、養

蜂で用いられるミツバチの巣を安定させる

ための木枠は内部に針金が入っているた

め産業廃棄物となり、毎年多額の処分費

用がかかります。また、ミツバチはその針

や羽音から不快感をもたれやすく、人通

りが多い地域では養蜂を行いにくいという

課題もあります。養蜂に対する理解がもっ

と広がればSDGsにつながるはずなので、

活動を通じてこうした利点や課題と向き

あっていきたいです。

初めて防護服を着用し、嬉しくなって記念に。 10月の大学祭で手作り・販売したクレープ（300円）。

ミツバチの巣が作られている木の枠「巣枠」の観察。 10月の大学祭当日の様子。行列ができるほど人気だった。

大学祭の前にクレープの試作をした。生地の焼き加減や巻き
方、見映え、味などを確認した。
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ハニカムプロジェクトとは何かを１ページで詳しくわかるように作った。
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17年前から、さぬき市にある「さぬきワイ

ナリー」では、農学部が開発した「香大農

Ｒ-１」というワイン用のぶどうを使った赤ワ

インをつくっています。今回は、創造工学部 

造形・メディアデザインコース の2年生が

履修するデジタルグラフィックスの授業で、

このワインラベルデザインのリニューアルを

課題とし、近藤未菜里さんの案が採用され

ました。このデザインは、たわわに実った葡

萄の房からワインが生まれ、下のワイングラ
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新ラベルは華やかで高級感を引き出したデザインに

地域の魅力の再発見『極め付け四国鉄旅 第２弾
～さぬきの文化探訪～』開催！！
今年で２回目となるこの企画は、香川大学と

JR四国の共同研究による連携事業です。特

別列車の車中や現地では香川大学教授陣

の講義があり、まちあるきをして善通寺市の

歴史文化を探求しました。分かりやすく学

べる講義や特注のお弁当に加え、学生のサ

ポートも好評で、大盛況に終わりました。

○特別講義

金田義行特任教授、西成典久教授、守田

逸人教授

学生プロジェクト「またたび」と、守田研究室の
学生らがまちあるきやお客様のガイドサポートな
どスタッフとして活躍

参加者で記念撮影
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香川大学剣道部が男女優勝！！
「第43回 中四国学生剣道新人大会」

福山通運ローズアリーナにて、「第43回 中四国学生剣道新人大会」が

行われ、香川大学剣道部の男子チームと、女子Aチームが共に優勝を

獲得しました。香川大の男子が37年ぶり、女子が14年ぶりに頂点に立

ち、初の男女優勝を果たしました。さらに男子は酒井睦稀、

女子は玉井綾乃が最優秀選手賞に選ばれました。日頃の練

習の成果が実る結果となり、今後の活躍が期待されます。

香川大学剣道部の記念撮影香川大学剣道部
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